
２．事業の概要

（１）学校法人の事業

① 国際交流年事業の推進

・記念モニュメントの製作発注。

・フランス、中国、イタリアから関係者出席のもと「国際交流年記念の夕べ」を開

　催。

② 国際交流活動

・ルッカ・イタリア料理学院校長によるイタリア料理特別授業の実施。

・シャトー・デ・クードレィ校教授及び香港中華厨芸学院教授による調理、製菓の

　特別授業の実施。

・香港中華厨芸学院教授の指導の元に同院留学生と本校学生による「中国料理賞味

　会」を開催。

・シャトー・デ・クードレィ校及び香港中華厨芸学院よりの留学生受入れ。

・調理製菓専門学校生が香港中華厨芸学院及びフランスシャトー・デ・クードレィ

　校へ留学。

（２）短期大学の事業

① 食物栄養科に「健康管理士一般指導員」資格新設。

② 市民対象に公開講座の開催。

　　第１回　「犬と豊かに暮らすために、まず信頼関係を構築しよう」

　　第２回　「生活習慣病の予防」

　　第３回　「オペラの楽しみカルメンを知る」

③ リカレント教育の実施。

　　食物栄養科卒業生研修会及び保育科卒業生研修会をそれぞれ開催。

④ 特別支援教室の開催。（特別支援学級生と保護者を対象）

　　第１回　「造形あそびとバースディケーキ作り」

　　第２回　「乗馬とジンギスカンパーティ」開催。

⑤ FD・SD合同研修会開催。

⑥ 地域在住６０歳以上の方対象に光塩給食の試食会開催。

⑦ 地域在住の幼稚園児・小学生対象にクリスマスコンサート開催。

  国際交流においては、平成２２年度は光塩学園国際交流年とし、フランスの姉妹
校シャトー・デ・クードレィ校、中国の香港中華厨芸学院に続きイタリアのルッカ
州にあるルッカ料理学院との交流が始められた。

　専門学校は、入学希望者の増加により平成２２年１０月より校舎の増築に着工
し、製菓技術専攻科１クラス（４０名）の定員増を行った。

　本学園は現在の少子高齢化社会、国際化社会に加え経済危機の時代のなかで、常
に教育内容の見直しや教育環境の充実を進め、社会に役立つ人間の育成にあたって
いる。

　短期大学では、就職セミナー等を行い、就職が厳しい中、専門職で就職する学生
が増加した。



（３）短期大学附属幼稚園の事業

① 英語会話と料理に親しむ保育に加え、動物とふれあう保育の実施。

② 鉄棒・マット・ユニットサークル等での運動遊びを通して健康教育を充実させた。

③ 園児教育の向上のため外部主催教員研修会に参加。

（４）調理製菓専門学校の事業

① 調理製菓専門学校東館新築工事が平成２３年秋完成に向け着工。

② 本館４階実習室及び５階講堂の改修し、施設、設備の整備を行った。

③ 札幌市中央区と「食育に関する連携協定」締結。

④ 高校への本校講師による出前授業、及び専門学校での体験入学授業の実施。

⑤ ジャイカより調理科に２名受入。

⑥ 図書管理システム及び教務事務システムを整備し、事務効率の改善を行った。
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